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	「官製ワーキングプア」の解決を
昨年10月、片山総務大臣は、非正規職員の問題は深刻だと述べたうえで、「非正規化が進んだ背景には総務省の指導もあったと思う」と国の責任に言及しました。官製ワーキングプアをめぐって、国会で質疑が行われ、11月には自治労組織内 相原参議院議員を先頭に自治労組織内・協力議員団の努力により民主党「官製ワーキングプア」問題解決促進議員連盟が設立されました。「官製ワーキングプア」といわれる自治体臨時職員の処遇改善を早急に取り組む必要があります。
	
	
	公共サービス労働者の改善
2009年９月に千葉県野田市で公契約条例が制定され、公契約条例制定の機運が高まっており、札幌市でも検討がされています。コスト削減のみを目的とした自治体業務のアウトソーシングと、それにともなう公共サービスの質の劣化、劣悪で不安定な雇用を許さず、公共サービスの質の確保と、それを支える全ての労働者の処遇確保・公正労働を求め、自治体最低賃金の検討、入札改革、公契約条例制定の取り組みなど、公共サービス基本法の趣旨の実体化が必要です。　　　　（つづく）


	
　　　　

　　　


事務所開き４期目のたたかい　　2011.2.3

	「今年こそ、希望のもてる社会への扉を開く年になる様、その第一歩として統一自治体選を全力で闘います」と決意を示した１月29日の私の事務所開き。遠方からも多くの人に駆け付けていただき心から感謝しているところです。
いよいよ４期目に挑む闘いが本格的に始まりました。昨年は「貧困の連鎖」や話題となった「無縁社会」、そして３万人を超える自殺者等々。こうした現実に真正面から向き合い人と人との絆をしっかり作れる政治、そして地域・地方の活性化を求めて本当に困ってい
	
	
	る人たちのためになる運動をつくりあげることが何よりも大切です。時代は、市場万能主義からの転換を求めています。
生きること、働くことへの希望、そして次世代をしっかり育てる希望（目標）をもてる社会づくりのため、全力でたたかいます。
歴史の歯車を逆戻りさせず、人や地域が大切にされる社会を作るため全力を尽くします。苦しい闘いだと思いますが歯をくいしばって取り組みます。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	


































































































































































































えさきたかしの「がんばるバイ」Ｎｏ.４　裏面に掲載／ぜひお読みください























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


